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 鹿屋体育大学系規則 

                                  

                           平成２３年 ２月 ７日 

                           規 則 第 １ 号 

改正 令和 ５年 ３月１６日 

                           規  則  第  １２  号 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、鹿屋体育大学学則第７条の規定に基づき、系の組織その他必要な事項につ

いて定めるものとする。 

 

（系の組織） 

第２条 各系は、次の教育及び研究を行う組織とする。 

 (1) スポーツ・武道実践科学系 

   スポーツ・武道における人間の限界への挑戦と身体知の教育及び継承を目指して、身体運

動の理論、トレーニング及び稽古の理論、コーチング及び身体知伝承の理論を実践的・統合

的に構築するとともに、先進的・汎用的な指導法や指導者養成システムを開発し、トップレ

ベルの競技者の輩出やスポーツ・武道を実践的に指導できる専門家を育成するための教育研

究を行う。 

 (2) スポーツ生命科学系 

   健康な身体から限界へ挑戦する身体を対象とし、身体が運動に適応する仕組みの解明を目

指して、スポーツ活動や長期間のトレーニングが身体の生命機能に及ぼす影響・効果を、身

体を構成している細胞レベルから組織・器官レベルに至るまで自然科学的実験・調査法を用

いて考究し、「スポーツ活動と生命・健康科学」に関する様々な自然科学的課題を解決でき

る専門家を育成するための教育研究を行う。  

 (3) スポーツ人文・応用社会科学系 

 生涯スポーツ、競技スポーツ及び健康づくりの推進による国民の活動的なスポーツライフ

の実現を目指して、スポーツ・健康の意義や価値、スポーツ活動の普及・マネジメントなど

について人文・応用社会科学的な観点から考究し、豊かな教養を有し、スポーツライフを理

論的、実践的に企画・運営、推進できる専門家を育成するための教育研究を行う。   

２ 前項各号の系は、当該分野を教育研究上の専攻分野とする教員をもって構成する。 

 

（系主任等） 

第３条 各系に、次に掲げる系主任及び系副主任を置く。 

 (1) 系主任  １人 

 (2) 系副主任 ２人 

２ 系主任は、当該系所属の専任の教授のうちから系の意見に基づき、学長が任命する。 

３ 系副主任は、当該系所属の専任の教授又は准教授のうちから系主任の意見に基づき、学長が

任命する。 

４ 系主任及び系副主任は、原則として、学長補佐、附属図書館長、スポーツイノベーション推
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進機構長及び部門の長、学内共同教育研究施設の長並びに保健管理センター所長を兼任するこ

とはできない。 

５ 学長は、系主任及び系副主任を任命したときは、教育研究評議会に報告するものとする。 

 

 （系主任等の職務） 

第４条 系主任は、当該系に関する次の事項について、連絡調整に当たるものとする。 

 (1) 系所属教員に係る人事、予算配分等に関する事項 

 (2) 教育課程の編成、授業の実施、学生の指導及び研究推進に係る系の業務に関する事項 

 (3) その他系の運営に関する事項 

２ 系副主任は、主任を補佐し、主任に事故があるときは主任の職務を代行し、主任が欠員のと

きはその職務を行う。 

 

 （系主任等の任期） 

第５条 系主任及び系副主任の任期は、２年とし、再任することができる。ただし、引き続き４

年を超えてはならない。 

２ 前項の系主任又は系副主任に欠員を生じた場合の後任の任期は、前任者の残任期間とする。 

３ 前項の残任期間については、第１項ただし書に定める４年には算入しない。 

 

 （系会議） 

第６条 各系に、系の運営に関し協議する系会議を置く。 

２ 系会議は、系所属の助教以上の教員をもって組織する。 

 

（系会議の招集及び議長） 

第７条 系会議に議長を置き、系主任をもって充てる。 

２ 議長は、系会議を主宰する。 

３ 系会議は、月１回の定例会の他、議長が必要に応じて開催する。 

 

 （系会議の運営） 

第８条 系会議の運営は、第4条第1項に定める事項について連絡・意見交換することを基本に、

当該系の実情に即して行うものとする。 

  

 

附 則 

１ この規則は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ 系主任及び系副主任の最初の任期は、平成２３年４月１日を起算日とする。  

３ 鹿屋体育大学体育学部系規則(平成１６年４月１日規則第１０号)及び鹿屋体育大学大学院

体育学研究科系規則(平成１６年４月１日規則第１１号)は、廃止する。 

 

附 則（令５．３．１６規則第１２号） 

この規則は、令和５年４月１日から施行する。 


